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私
立
学
校
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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私
立
学
校
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
私
立
学
校
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
私
立

学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
七
十
条
第
五
項
、
第
七
十
二
条
第
四
項
（
同
法
第
七
十
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
四
十
三
条
及
び
第
百
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
百

五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
同
法
第
百
五
十
四
条
の
規
定
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
私
立
学
校
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

私
立
学
校
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
六
条
の
二
（
法
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
条（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
」に
、「
第

六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中「（
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立

学
校
又
は
私
立
専
修
学
校
若
し
く
は
私
立
各
種
学
校
の
校
長
、
教
員
そ
の
他
の
職
員
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
七
条
中
「
第
二
条
、
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
第
六
条
、第
七
条
第
二
項
及
び
前
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
削
る
。

第
四
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
学
校
法
人
が
設
置
し
て

い
る
全
て
の
私
立
大
学
及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
法
第
百
八
条
第
三

項
の
認
可
を
す
る
と
き
。

第
四
条
第
二
号
中
「
合
併
の
当
事
者
の
一
方
又
は
双
方
が
」
を
削
り
、「
で
あ
つ
て
」
を
「
を
全
部
又
は
一
部
の
当

事
者
と
す
る
合
併
で
あ
つ
て
」
に
、「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
、「
場
合
に
お
け
る
法

第
五
十
二
条
第
二
項
（
法
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
も
の
に
つ
い
て
、
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
（
法
第
百
五
十

二
条
第
六
項
」
に
改
め
、「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
が
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に

つ
い
て
、
同
条
第
七
項
の
認
可
を
す
る
と
き
。

第
四
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
（
法
第
百
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
八
条
第
三
項
」
に
、「
第
五
十
条
第
二
項
、
第
五
十
二
条
第
二
項
又
は
第
六
十
四
条
第

六
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
又
は
認
定
」
を
「
第
百
九
条
第
三
項
又
は
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
認
可
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

都
道
府
県
知
事
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
で
あ
つ
て
、
新
た
に
私
立
大
学
又
は
私
立

高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
百
八
条
第
三
項
の
認
可
の
申
請

第
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
合
併
の
当
事
者
の
一
方
又
は
双
方
が
」
を
削
り
、「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百

五
十
二
条
第
五
項
」
に
、「
で
あ
つ
て
」
を
「
を
全
部
又
は
一
部
の
当
事
者
と
す
る
合
併
で
あ
つ
て
」
に
、「
場
合
に
お

け
る
法
第
五
十
二
条
第
二
項
（
法
第
六
十
四
条
第
五
項
」
を
「
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
（
法
第

百
五
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
、「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
が
文
部
科
学
大
臣
を
所
轄
庁
と
す
る
学
校
法
人
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に

つ
い
て
の
同
条
第
七
項
の
認
可
の
申
請

第
三
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十

四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
、「
又
は
監
事
」
を
「
、
監
事
、
評
議
員
又
は
会
計
監
査
人
」
に
改

め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。


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第
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
に
関
す
る
手
続
等
）

第
二
条

法
第
七
十
条
第
五
項
（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
承
諾
は
、
理
事
が
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
承
諾
に
係
る
評
議
員
に
対
し
法
第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
発
出
に
用
い
る
情
報
通
信

の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
た
上
で
、
当
該
評
議
員
か
ら
書
面
又
は
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次

項
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。）に
よ
つ
て
得
る
も
の
と
す
る
。

２

理
事
は
、
前
項
の
承
諾
を
得
た
場
合
で
あ
つ
て
も
、
当
該
承
諾
に
係
る
評
議
員
か
ら
書
面
等
に
よ
り
法
第
七
十

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
通
知
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
と

き
は
、
当
該
方
法
に
よ
る
通
知
の
発
出
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
出
の
後
に
当
該
評
議
員
か
ら
再

び
前
項
の
承
諾
を
得
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
二
条
第
四
項
（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
承
諾
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
中
「
理
事
」
と
あ
る
の
は「
評
議
員
」

と
、「
評
議
員
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
評
議
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
三
条
（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
理
事
」
と
あ
る
の
は
、「
監
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等
の
基
準
）

第
三
条

法
第
百
四
十
三
条
（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。）の
政
令
で
定
め
る
学
校
法
人
又
は
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
事
業
の
規
模
に
関
す
る
基
準
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

最
終
会
計
年
度
（
法
第
百
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
に
つ
き
法
第
百
四
条
第
三
項
（
法
第
百
五
十

二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当

該
計
算
書
類
に
係
る
会
計
年
度
の
う
ち
最
も
遅
い
会
計
年
度
を
い
う
。
次
号
及
び
次
条
第
一
項
各
号
に
お
い
て

同
じ
。）に
係
る
収
支
計
算
書
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
経
常
的
な
収
益
の
額
が
十
億
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

最
終
会
計
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
額
が
二
十
億
円
以
上
で
あ
る
こ

と
。

２

学
校
法
人
又
は
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
が
最
初
に
法
第
百
四
条
第
三
項
の
承
認
を
受
け
る
ま
で
の
間

（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
計
算
書
類
承
認
前
期
間
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
前
項
の
基
準
は
、
同
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
百
三
条
第
一
項
（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
成
立
時
貸
借
対
照
表
」
と
い
う
。）の
負
債
の
部
に
計

上
し
た
額
の
合
計
額
が
二
十
億
円
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

３

法
第
百
四
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
学
校
法
人
又
は
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
事
業
を
行
う
区
域
に

関
す
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

三
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
私
立
学
校
、私
立
専
修
学
校
又
は
私
立
各
種
学
校
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

二

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
広
域
の
通
信
制
の
課

程
を
置
く
私
立
高
等
学
校
（
私
立
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。）を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

（
常
勤
の
監
事
の
選
定
の
特
例
の
適
用
に
関
す
る
基
準
）

第
四
条

法
第
百
四
十
五
条
第
一
項
（
法
第
百
五
十
二
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定

め
る
大
臣
所
轄
学
校
法
人
等
又
は
法
第
百
五
十
二
条
第
五
項
の
法
人
の
事
業
の
規
模
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

最
終
会
計
年
度
に
係
る
収
支
計
算
書
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
経
常
的
な
収
益
の
額
が
百
億
円
以
上
で
あ
る
こ

と
。

二

最
終
会
計
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
額
が
二
百
億
円
以
上
で
あ
る
こ

と
。

２

計
算
書
類
承
認
前
期
間
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
基
準
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
時
貸
借
対
照
表

の
負
債
の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
額
が
二
百
億
円
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
文
部
科
学
省
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
前
条
第
一
項
第
一
号
の
経
常
的
な
収
益
の
額
の
計
算
方
法
そ
の
他
の
前
二
条

の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
六
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
四
十
条
の
三
第
四
号

二

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
第
十
一
条
の
七
第
三
号

三

組
合
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
九
号
）
別
表
学
校
法
人
及
び
私
立
学
校
法
第
六
十
四
条
第
四
項

の
法
人
の
項

四

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
二
百
十
七
条
第
四
号

五

法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
第
十
四
号
ロ

、
第
七
十
三
条
第
一
項

第
三
号
ロ
及
び
第
七
十
七
条
第
四
号

六

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
一
条
第
二
号

七

資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項

第
五
号

八

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
十
一

号
）
第
二
条
第
五
号

九

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
法
人
を
定
め

る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
五
百
二
十
三
号
）
第
八
号

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
第
一
号
中
「
第
三
十
八
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
三
条
第
二
号
中
「
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
基
準
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

学
校
法
人
の
会
計
に
関
す
る
制
度
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
学
校
法
人
の
会
計
に
関
す
る
行
政
の
一
般
的
運

営
に
関
す
る
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
私
立
学
校
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
一
号
）
の
項
中
「
第
二
条
、
第
三
条
第
二
項
及
び

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
六
条
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
八
条
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

総
務
大
臣

松
本

剛
明

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

文
部
科
学
大
臣

盛
山

正
仁

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

経
済
産
業
大
臣

藤

健




